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【巻頭言】 

「 ２０２６年 ７月 キックオフに際して 」 

結婚して間もなくワイズに入会しましたから 40 年余りの月日が過ぎたのですね。新子総主事にもともとは  

父親が誘われたのですが、結果的には私たち夫婦にお鉢が回ってきました。ワイズの「ワ」の字も知らず入会し

ましたので戸惑うことばかり。ただただ先輩諸氏の後ろを追っかけ真似をするそんな日々でした。聖書を読み 

賛美歌を歌い、社会的立場のある皆さんとの交わりは時として疲労感に包まれることもありました。なぜ今に  

至ったのでしょうか。それは「必要とされる」ことに気付かされ「与えられた事柄に自分なり答えてみよう。挑戦 

してみよう」という 気持ちが湧き出てきたからだと思います。新子さん、針生さん、阿部先生、八木さん、克郎 

さん、吉田さん、矢口さん、 田村さん、そしてメネットの皆さん…あの時の皆さんのやさしさが「私のワイズ感」 

です。この言葉が正しいかどうか判りませんが「大人の童心に戻った遊び心」と同時に「Ｙの為に人生の時間を

費やす心意気」を伝授された気がします。まずは「例会が楽しみだ。」という雰囲気を皆さんと作って行きたい 

です。各月の例会企画の アイデアをぜひ発信して下さい。１年宜しくお願いします。 

                                                         加藤 研 

 

               
〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 

仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533 

FAX: 022-222-2952 

Email：otada@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 書記 多田 修 

 

 

２０２６年度 主 題（Theme） 

国際会長： ヨハン・ビルヘルム・エルトビック（ノルウェー） 「 Waking the Sleeping Giant with Blue Music 」 

アジア太平洋地域会長： ラチャン・マニカーン（インド） 「 Awakening the Asia Pacific with Blue Music 」 

東日本区理事： 山下真（十勝)  「 挑戦なくして変化なし 」 

北東部長：三田庸平（もりおか) 「 ユースの成長・笑顔を求めて 」 

仙台広瀬川クラブ会長：加藤研 「 ワイズが元気ならＹＭＣＡも元気 」 

【今月の聖句】  
見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び。 

詩編 133:1 新共同訳 

202６～202７年度 クラブ役員 

会   長 加藤 研 メ ネ ッ ト 会 長 多田 純子 聖句 加藤 雄一 

副 会 長 菅野 健 地域奉仕ＣＳ 佐藤 健吾 ブリテン 関川 美紀 

書記・会計 多田 修 ユース 清水川 洋 ブリテン 多田 修 

会 計 補 佐 多田 純子 YＭＣＡサービス 佐藤 剛 ドライバー 関川 美紀 

監 査 加藤 雄一 YＭＣＡサービス 橋本 俊博 担当主事 関川 美紀 
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仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

 

【 ７月 第１例会 】総会・感謝会 

日程：2026 年 7 月 15 日（水） 

時間：18：30～20：30 

場所：東四ビアガーデン 

出席者： 加藤研メン、管野メン、加藤雄一メン、橋本メン、多田純子メネット、関川 

ゲスト： 橋本ひろみさん（橋本メンお母様）、上村由美様（ＹＭＣＡホテル専門学校卒業生） 

糟谷昌洋さん（前担当主事）、 

「黙祷」 

１． 開会点鐘                   会長 加藤 研 

２．ワイズソング                    省略 

３．ワイズの信条                    省略 

４．会長挨拶                   会長 加藤 研 

５．今月の聖句・感謝の祈り            会長 加藤 研 

 

６．総会 

  １）第１号議案 2025-26 事業報告          承認 

  ２）第２号議案 2025-26 収支決算報告        承認 

          2025-26 監査報告          承認 

  ３）第３号議案 2025-26 メネット事業・決算報告   承認 

  ４）第４号議案 2025-26 会長方針・役員担当案    承認 

          2025-26 事業計画案         承認 

  ５）第５号議案 2025-26 収支予算案         承認 

  ６）第６号議案 2025-26 メネット事業計画・予算案  承認 

７．感謝の会 

８．連絡・報告  

後述のＹＭＣＡ通信をご確認ください。 

９．誕生日祝い 7 月 5日 佐藤剛さん 

10．閉会挨拶                   副会長 菅野 健 

11．閉会点鐘                    会長 加藤 研 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月第１例会 強調月間 ： 「 キックオフ 」  

在籍者 9 名 出席者 5 名 メイキャップ 0 名 出席率 55％ 

休会者 2 名 メネット・コメット 1 名 ゲスト・ビジター 3 名 ニコニコ ６,000 円 
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【編集後記】 

 ７月より担当主事を務めさせていただきます  

関川です。手探りの編集で思いのほか時間を 

要してしまいましたが、過去のブリテンを読み  

返す中で、皆さまが紡いできた活動や温かい  

想いを知る嬉しい機会となりました。至らない点も

多いかと思いますが、ＹＭＣＡとワイズの皆様が

つながる機会が少しずつ広がっていくよう努めて

まいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。                   関川美紀 

【 ＹＭＣＡ通信 】 

・ 7 月 18 日 夏季ユースボランティアリーダ

ー委嘱状授与式 が開催されます。 

・ ベネズエラ地震緊急支援募金が始まりまし

た。（8 月 31 日まで） 

・ 仙台ＹＭＣＡインターナショナルチャリティ

ーラン へのご協力をお願いいたします。 

Ｔシャツ販売は、8 月 1 日までです。 

８月 例会のご案内 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ８月第１例会 

強調月間 「ＹＭＣＡサービス」 

日程 ： 8 月 19 日（水） 

時間 ： 18：45～20：30 

場所 ： YMCA 立町会館 カフェ実習室 

出欠のご確認は 8 月 12 日までに担当主事までご

連絡ください。 

【 7 月のお誕生日 】 

5 日 佐藤 剛 メン 

おめでとうございます 

【 会長挨拶 】   「ワイズが元気ならＹＭＣＡも元気！」 

久しぶりの会長職に緊張しています。クラブも 15歳の年

齢になりました。人間ですと中学３年生になったわけで

す。メンバー数は 15 年前の半数になりました。数の減少

は様々な形で活動に影響が出ます。一番はマンネリ化で

しょうか。決してマンネリが悪いわけではありません。なぜ

ならそれは継続の証だからです。しかしメンバーが少ない

と「良きマンネリ」を次の段階に育てる・発展させるパワー

に事欠きます。まるでいつもパンツのゴムが伸びた状態で

余裕がないのです。まずは会員を増やすことでしょうか。

例会を楽しくすることも大切です。来てよかった、楽しかっ

たがあれば会は継続します。大切な人生のひと時ですか

ら。そして「ワイズってなんだろう」と学ぶことも必要です。

皆さん漠然と「ワイズ」をとらえていますが、モヤモヤとした

したもので、ほかのボランティア団体との違いを説明できる

でしょうか？もったいないことです。 

「ワイズが元気ならＹＭＣＡも元気！」これが主題です。

「一歩踏み出す元気」を皆さん共有しましょう。1 年お世話

になります。よろしくお願いします。 

会長 加藤 研 

【2026 年度 仙台ＹＭＣＡ大会】 

2025 年 6 月 27 日、「つながる手、つながる

心 - 受け継ぐ、つなぐ、広げるＹＭＣＡのボラ

ンティア -」をテーマに、仙台ＹＭＣＡ大会が

開催されました。清水弘一さん、学生ボランテ

ィアの佐藤寛孝さん、一ノ渡そのかさん、川上

直哉牧師をパネリストに迎え、クロストーク形式

で進められました。ボランティアに関わるきっ

かけも、世代も様々ですが、周りに目を向け、

同じ目線で、同じ歩幅で共に歩むこと。そし

て、震災の体験を忘れずに、伝えつなぎ続け

ることを改めて考える時間となりました。 

 


